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例題

  x+ y +z ≦ 5    -- (1)

-x+5y  -z ≦2    -- (2)

-x+2y+3z ≦-1  -- (3)

   x- y  +z ≦0    -- (4)

       3y -z ≦ 1    --(5)

の解を見つけよ．または，存在しないことを示せ．

ステップ1 : xを消去（x軸にそって射影）

       6y       ≦  7   --- (6)=(1)+(2) 

       3y +4z ≦ 4   --- (7)=(1)+(3) 

       4y        ≦ 2   --- (8)=(2)+(4)  

        y  + 4z ≦-1  --- (9)=(3)+(4)

      3y    - z  ≦ 1   --- (5)

ステップ2: zを消去（z軸にそって射影）

        6y       ≦  7   --- (6)

        15y      ≦  8  --- (7)+4x(5)

        4y        ≦ 2   --- (8)

         13y      ≦ 3  --- (9) +4x(5)

解あり．y ≦ 3/13

後退代入: yとして y=0 をとることにして y=0を(5)-(9)に代入

            4z ≦ 4

            4z ≦ -1

             -z ≦ 1

-->      -1 ≦ z ≦ -1/4

zとしてz=-1をとることにして，(y,z)=(0,-1)を(1)-(5)に代入

              x -1 ≦ 5    

             -x+1 ≦2    

              -x-3 ≦-1  

                x-1 ≦0    

                 -1 ≦ 1    

--> -1 ≦ x ≦1 

例えば，x=0をとれば，(x,y,z) = (0,0,-1)が解の１つ．
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したがって，解を一つ求めるためには，このアルゴリズムは極めて非効率で使われ

ることはまずない．２重指数的を１重指数的に改良できるらしい．一般に，多面体

を射影するとそれを表現する不等式の個数は指数的に増加するので指数時間計算量

は仕方ないともいえる．そのような不等式表現が欲しい場面もあるので，活躍の場

面はそれなりにある（数式処理ソフトなど）．

フーリエ・モツキンの消去法の計算量評価

１つの変数消去で，不等式の個数は，mから |I+| x |I-| + |I0| に増える．最悪の場

合はmから(m/2)^2に増える．n個の変数消去では最悪ケースで不等式の個数は，
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